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　資本主義杜會に於ける我々の経濟行爲を支配する原則は、所謂『螢利主義』と『需

嬰充足主義』との二である。爾者を比較するに、前者は普遍餐當性の概念として経濟

瀧愈の廣き分野を規制してゐるが故に，人々之を以て喉一合理的なるやに認識してゐ

るに反し、後藩の必然性、特殊性は具膿的概念として倣存してゐるに拘はらす、一般

の意識に上らすに棄てられて居る有様である。併し我々は現在経濟肚會に於て、實際

に維験し把握したる事實から齢納して、後者の實在を否定する識には往かない。其範

疇に麗するものとして小農業と今尚ほ多少残存してゐる手工業及び家庭工業とを列畢

することが出來る。而して前者を賃勢働に依櫨する『資本主義螢利絶濟』と聡し得る

なら、後者は之を賃螢働者を雇傭ぜす、主として自家勢働に基く『非螢利主義的家族

維濟』と云ひ得るであらう。1

　農民家族経濟を認識するに就て、支配的要件の役割を任する志のは，小規模経螢の

農業節ち小農の存在である。我農業中小農（所謂五段百姓）の占むる地位は其戸数及

び耕作反別に於て、金胆の約70％に趙び、（註一う決して輕からざる意義を持つてゐ

る。2それは何れも、自家潰費を限目として生産に當り、自給自足経濟帥ち私維潴的範疇

の領域を晩してゐない。力砥る自家勢働に依擦する小規模農業に於ては共生塵の源泉

となるものは、家挨員の勢働である。從ひて共維螢を合理的ならしむる指尊原理は、

『一年を通じ聞蜥なく自家勢働を集約的に利用して、年凱動牧盆を増加せしむる』に

存してゐる。冒ひ換ふれば、螢働に集約なればなる程又勤勉度を上遊すればする程、

年勢働牧釜を増加し得るとまふに依存してゐる。：
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識一　（1）耕伶ずろ耕地の廣椥：依り颪別しナこる農家戸数。

　年宋　　5反未満　5反一1町　1－5町　5町以上　　計　　　　　同上百分傘
　　　　　　戸　　　　　　　戸　　　　　　　挿　　　　　耳　　　　　　戸　　　　％　　　　％　　　　％　　　％
大IE131．944．663　1．86S，7941．642，81076．163　5，532．42935．1633．7829．981．38

大正141．951．1561．877．185L645．29874．9605．54S．59935、1633．8329．641．37

大正151．951．380　1．888．7231．645．89772，1575．555．15735．1234，0029．631．25

　　（2）尚ほ五町歩以上、一町歩乃至五町歩、一町歩以下の耕地祉耕作すうもの潜以て、夫

　　　　々大農「1・，農、及び小膿とすれllk大農推測数132．991戸（比2．39％）巾農推測数L59

　　　　9189戸　（比28。64％）　小農實藪3．822．977戸（　6S、97％）となる。

　此の理は當然に、養鍛業にも愛當するものであつて、其経醤をして有利ならしむる

爲には、育慧に栽桑に勉めて勢働を築約たらしめ、筍しくも勢力を省くと瞬ふが如き

濃家繹濟の特殊規制に’1李る育獄法は之を倣に戒しむべきである。近時大養獄地方に夏

秋獄違作の頻出するの惨状を見聞する。之が原因、獄種の不良、飼育技術の拙劣、氣象

の不順等諸種の作用に基くや勿論であるが、根本的原因は、獄晶種が飛躍的に向上し

たるに拘はらす，その経欝の方式に於て集約ならす、却て粗放に堕し、何等の目的な

く勢力を徒らに節約したるに照鷹することを指摘したい。從ひて私は他の條件の容す

限り家族員の勢働に纂約なる養獄経瞥を行ふことが、叢作安定、繭質向上を招致する

の要諦なることを提囑するものである。又大量槻察に依るも實際の事實が之を教示し

てゐる。

　上の如く家族経濟の理論に順ひて、獄桑経螢の指導原理を編むことが、畢寛、我が

養慧業を殴賑に導く所以であるが、然し是のみを以て萬窮を解決する鍵であると爲す

べきでない。何故なれば農窟業は、たとひ非螢利的の原則に依つて規制を受けてゐる

と需ふものN、叉一面に於て資本主義螢利維濟の羅絆を完全に離晩してゐないからで

ある。例へば一般日用晶や生産財たる肥料．慧種、燃料等の購買及び生産繭の販萱は

所謂『交換維濟師ち貨幣維濟』の範疇iに屡し、其等の責買に於ける債格の高低及び交易

の巧拙は臆て彼等の貨幣牧入に作用を及ぼし、積極的にか溝極的にか、その私経濟に

影響を輿ふるに至るからである。

　斯く観すれば我國農鎧業は資本主義維濟と家族経濟の二元的特質を具へてゐること

が認識せられる。更に之を別臨を以て言ひ表はせば、農罐業界に於ける家族経濟を純

粋培養して、唯それのみと観念してはならぬ。それで農獄業から槻れば前春は外部的

依存關係に座するものであIJ、後者は謂はYNh内在的關係に属するものであると云ふこ

とが出來る。だから我kが養獄業をして翼に完璽を期さしめむとすれば、之等二方面

を均しく合理的に運螢し、それを指導白欄心とせねばならぬ。私は後者に就ては當て

多少論する厨があっfe．’1前蔚に就ては沽却すべき商漏をぱ、之を簡來る限り高慨に、購

入すべき商晶は之を能ふ限り低廉に費買するの手段を講することが必要とせられる9
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此の目的を蓬成する手段を國家の正しき保護誘按に求むるごと、勿論等閑に附すべき

でないが根本的には矢張り養獄家の霞助由力の働らきに求め、共同的なる複合経濟形

態に倹つべきであると思ふ。

　私は自力に依つて此の目的に蓬する道を開拓する機關として其璽嚢を任するものは

『農業協同組合』（Agrleultural　Co－OI）eratioll・）を措いて他〃こ之なしとするものでを，

る。凡そ農業協同組合の使命の一は、瞭に資本主義鷹化、i換言すれば家族維濟たるの

特質を有する農民私経濟の微力なる小編包を結合して、國民経濟の基礎を確立し、之

に慮化するに依存してゐる。小細胞たる家族纒濟が各個に獅立して、偉大なる力を有

する資本主義に肉簿するも、到底その牙城に喰ひ入るζとは出來ない。「）蝕に於てか農

業組合運動の必要性が生起して來る。

　如上の麗由から、我が養獄業に探つても、組合の確立維持は絡封的必要察項でなけ

ねばならぬ。從ひて或る意味に於ては糠業の本質から稽へて、將來そが明噌何れに面

するも、一に係つて養獄協同團膿の輩圃なる伸展如何に在ると噺定すること、強ち過

羅であるまい。而して之は猫り経濟的効果を齎らす而已ならす。肚會的、道徳自勺効果

をも併せ學げ得るものなるととを忘れてはならぬ。6敵を探るに急にして、自已自腸に

内在する支配的原因を熟慮反雀することを怠る場合には、途に牧捨し得ざる結果を將

來するととあるを思へ。以下組合確立の要素並にその補完的事項に就ま卑見の若干を

　　　　　　　　　　　　　t開陳するであらう。　　　　　　　　”

（1）Alexander　Tschajanow，　Die　Lehre　von　der　bauerlichen　Wirtsclユa銑，（Ver　Such

　　einer　The・rie　der　Familienwirtschaft　in　Lanabau．）ユ923．　S．7．

　　農學博士　横井時敬著・小農に閥する研究（昭和二年）4－8頁

（2）　帝國農會編　　rl1ノ涯、農｛呆竃窪政策　（明～台45年）　第一纒｝、　29一匿37頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h（3）A　TSchajahow．　a．　a．0．，　S．27

　　横ジト簿士　同上　8頁

（4）郡是製懸株式會胱獄事所編、試験鯨鋒、（昭和2年）1－29頁

く5）　A．Tsehajanow，a．　a．0り　＄S　93－－109、隔

　　オ蹟ヲト巨症士　　同上℃　182－－18ges

　　Ilar▽・y　W・Peck，　Ec。n。mic　＄tatug・f　Agriculture．（The，」・uvnal・r・Politieftl

　　Eeonom箪Vol．　XXXIV．　No．5，1926．　PR　637－638）

　　1・・Smith－G。rd・n歪Lnd　CI　O’Brien，　Co－・peraVt。n　in　Denmark．1919．　PP．56．57．62

　　、V・H・、Varman，　Agrieultural　Co－operation　in　Englancl　and　NVales，】922，　PP，

　　ユ27－一・－133，

　　J、ムVellll，　Founclations　ofム召ricultural　Econen）ics，1923，　PP，303－304

　　法學簿士　松崎藏之助著・農業と産業紐倉（大正口年）265－270頁

く6）W．H．　Warman7　ibid。，　PP．6．8，
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2・養鐡組合の親念

　　我kの経濟的活動一・般を一贋有効ならしむる手段として，各人の選むだ協同團艘は　゜

　謂ゆる「維濟團膿』と穂せられるものであつて、盤へば各種の會砒「トラスト」　「カ

　ーテル」同業組合　農會、報徳肚、無雛詳1膣、薦業組合及び養獄組合等之に鵬してゐ

　る。之等経濟團膿中，藪に問題とせる養糠組合は、其内容形態に於て著しく他のもの

とその翫畢にしてゐる・今欝概間の差羅顕を謎するの韮鹸鮪たな励・ゆ

へに・深入りする～二とを避けるが、左に資本主義経濟の代表的團艦たる株式會肚との．

本質上の相違を少しく叙述して養壼組合の翻念を瞭にする。

　抑も、株式愈砒の事業の目的は何所に在るかと云へば、それは『株主即ち砒員自身

の審業を直接酸逮せしめむとするに存せす、會肚の事業に由つて彼等に利釜を獲得せ

　しめ、出來る限、り多くの配當金を得せしめむとする』に依存してゐる。だから株i船は

軍に資金を會肚に提供するのみで、株主自腿の窮業と會近1：の事業との聞には、必すし

　も共通する所がない。例へば株主個入の業務は雑貨商であるに拘はらす、その投i資倉

肛ヒは製鱗を螢むといふが如纐である．然るに養雛合に在つては阻合員各自の

事業を直接改良嚢達せしむるが爲めに、組合慕業ボあるのであつて、組合員の事業を

離れて・組合の麟はなV・Mのである．廼ち組合事業酪組合員個人の事業力兎累灘1

合して構成されてゐるものであるから、琶聞爾者秋毫噛楡る所なく、相互の目的は全

く渾然一朧なつてゐる・如斯株式離と養灘胎とは、根本的に期的及び形態を

異にしてゐるから，前春に於ては自然『株主帥ち就員の金鑓の有無』にのみ漕膜し後

者に在つては『組合員の晶質』に重きを置くと云ふ相遠が生じて來る。されば會耐に

在っては脆退者があつて之に加入せんと欲するも、株式の最的制約を受け、叉はその

個人の資力芝しきに依り，白由にその利盆に與ふることが禺來ない。反之、組合では

人間としての人格を具備してゐれば、何時でも新たに之に謬加し、その恩典に浴し得

る。之れ一般に會批は主として『資本の結合』であり、組合は「人の結合』であると

唱へられる厨以である。1

　’然らば次に、庶民的維濟「璽1艦疫る『塵業組合』との異同は如何かと云へば、私は繭

蔚闇に非常に多くの類似黙を獲兇するものである。殊にその根本精剃1に至つては、二

者全く同一・－iなるζとが感知せられる。唯だ薦業組合は養鑑組合に比照し、形態上共組

織冠域が大なるとと、組合員の業態を異にしてゐるとと、及び法人格を具へ泥る肚團

fcること等を蒋異鮎とするに過ぎない。換言すれば、爾者質的に何等楡る所なく、最

醐繊襖にする謄ひ得るであらう。從ひて灘組合の鵬や纏渋形態やは，麟

組合のそれに準擦して凄を究明し得るe
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　察するに産業組合の槻念は、學者に依り定義せらるS所頗る多岐に亘り、一律に規

し難い憾みがあるが、彼是綜合すれば「組合員の生活及び経濟の改善を謀り、延いて

國民経濟の嚢展及び耽會の進歩を促すことを共同の同的となし、而して之を蓮する爲

めに相協合した彼等個人の協同團腸である』と稻することが禺來る。2依つて此の意義

を養顕組合に移して見るならば、養黛組合とは『養慧家が共同の目的一獄作の安旋

及び繭質の向上を謀り、依つて以て各自の生活及び経濟を改善し、併せて國家祠1會の

進歩を期すること一一一一一一・を逡成する爲めに、五に網團結した彼等の協同團騰である』と

暑ひ得るであらう。

　養獄組合域立の一動機は胃頭rc　一一言したであらうやうに、農獄業の本質上、資本主

義慮化に淵源してゐると云ふものS、企然資本主義に代位せんとするものではない。

寧ろ共眼同とする庭は、利潤を獲得せんとするに存せす、経濟的物質主義より離脱し、

維濟が道徳と合致し、物質的利益が愛と融合する極致に迄向上せんとするに依存す

る。換言すれば組合蓮動は『他を助くると共に自己を助け．総ての階級の人々を抱擁

し、階級闘争を繊滅せしむる底のもの』でなけねばならぬ。3依是槻之、養獄組合の特

徴と使命とは株式會肚が利潤の獲得を唯一絶封の關心事とするに比較し、天地雰譲の

霊異あるを知るに難くない。

　猫ほ此庭に同じく養獄業に交渉深き『農會や同業組合等』と養難組合との異同を瞭

らかにして置く必要がある。農會や同業組合やも養獄組合と齊しく公私の経濟的殿盛

を誘導し、砒會に祠祉を賦與する任務を有つてゐるが、併し之等は後者の如く現實に

業務を遽行する特色を具へてゐない庭に、爾者の差異が窺はれる。私は同業組合や畏

會やの如く、消極的なる特徴を具へてゐる團燈を『指導團膿』と稻し、養慧組合や塵

業組合の如く自助的積極的特殊性を具有する團腸を『實行團騰』と呼びたい。今共内

容を黙愈するならば、指導團膿とは自ら手を下して現實に業務を實行することなく業

務上の弊審を矯1Eし　生産物の晶質悪化を防止し、依て闇接に事業の磯達を促し、併

ぜて公釜事業及び個入の維濟的進歩を誘起するととを本然の目的としてゐるものであ

る。然るに之に反し、實行團腿は組合員をして自ら産物の改善を圃らしめ，依て典實

盆を」魯大せしむるごとを窮局同標としてゐる自治的機關である。

　更に一歩深く之を敷術すれば、農會や同業組合やの如き捻導團膿の経濟政策上の任

拗は『私人をして共維濟上の活動を爲さしむるに就て、興方針を示し、共道筋を敏へ

之を啓磯し，之を指導し、之に奨拗を與へ、叉之に瞥告を與ふる等淘極的作翔を施す

を以足れりとするものである。各個人はその指導敏示に基いて『自ら積極的自磯的に

自己の産業を働み、其向上畿展』を謀るべきである。即ち各個入は自己の業務や経濟

やな嚢燐せしむる爲めには・自らの行駕と努力とに朗つて、之を自助的に爾すべ奪で
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あつて，指導團腿は唯軍に彼等の自助的努力を扶け、それに指蝶を與へ、業務逮行上

の障徽除去L・嫡筋粋旭にし、典遽歩を促す鍛嚇じ洪往くべ訪向鰍

示するといふ謂はea’ig院的微りを演するva過ぎ齢ものである6唆行團ueiたる鵡組

合に於ては、各個人の業務と組合の業務とは、不可分の同時的關係、邸ち個入の業湯

の粟積せる有機的關係に在るから、組合が積極的なる自らの行爲と努力とに依つてそ　　　”

の使命を達し行くべきや論を挨潅ない。

　以上之を概槻するに，養獄組合は自助的團腸であつて、利己的機關でな熔。之は他

人を扶くると共に自己を助けむと欲し、更に他人をして他人を扶けしむる人々の自助

1的の機關である・或眼之は灌業機關であ砂洞志齎の運動であり湘互扶助の精

1桝τ立脚して各自の経濟的嚢展を期し、併せて徳性の向上を謀る活動的機關である。

　　　　（1）農學士　佐藤寛次著　産業組合講話（大正10年）11－14頁、

　　　　（2）法畢博士　松崎藏之助著　同上N248－249頁

　　　　　　トトミアンツ著、井田孝李、原口健三即共羅、産業組合原論（大正15年）32－51頁

　　　　（3）トトミァンッ著、同上、序5頁

　　　　（4）法學博士河田胴郎著農業倉庫論（大正12SP）324－334頁

　　3・　組合確立の根本要件

　株式會砒の設立要件は物的なる資本の醸出に存し、養濃組合は人を資本とし、人は

また誠心を醸出して各の資本となし（CapitalisatiOn　of　Hones亡y）以て組合を構成し、

之を網搬展せしむべ舗のなるeと1・d　，前嫌於て職した鋤である．從で組合

の存立を確保し、興同的を逮成するの要訣は．實に『組合精剃Uを洒養するに在りと

冒はねばならぬ・唯漫然と灘畝1剛式的醐合を組織し1・oみでは、各人の藤

のヲ購を曙し・國瓢會畷卿・寄財ること難く、脚て疲弊しつつあ磯村砒

會に光明襖ふるeとは出來な・Ln・産れ出た組合を完垂に鴨し、健7skる鶴醐

待する爲めには、確固不披の組合精刺1を之に植え付けるを第一要務とする。魂の這入

らぬ組合は、畢寛，偶像に等しきを思ふべきである。

さればとて組合の向上獺は・拗組合脚・繰ふのみを以て詑蜘致し能はざ

るは購のなき所であるから湘合の機欄部の灘、規約の鯉的制定等形式的補

充的條件を整備することが必要的意就を有つや勿論である。唯だ組合確立の根本的決

定腰件は組合燃1の灘に依つ瑚制せらるsexふのみ。而して此の緬ゆ訣除

は折角の企圃を鑑餅に齢せしむ。協同を以て農翻業疾患の萬能藥と考へてゐる人々に

すら此の糊の鞭性雌々II醐されmasである．私戯る意味剛隼て組合縮の合理

化は・一峨櫛ゆ脩に惚瀧さるるものな繍姻く信秘が灘，本項には

籍蝦は棚か詳細微醐究し硯熟と思ふ，今船榊を髄．ヒ頒すれば、
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主として相五扶助の精剥1と自7台的精紳とのこ二要因に類別する事が出來るであらう。1

　（イ）　相互扶助の精祠1（協同の精励ア

組て團艘運動の祓功には協同一致の精祠・がその前提螺を形域する・此の葡1陵

抱き之が實現の意思を喚起するに非らざれば、所詮協同の目的を遽し得す，從ぴて該

團盟の健壼なる磯展を期待する事は出來ない。而して枳互扶助の精祠iを培養するに就

て湘反的關係に立つ徳性はr利己議の精祠であつて，この縞細欄艦蓮動VC於

ける執拗なる癌と稻される。利己的個人主義的の人物に探つては、その通有性として、

他入と愛協するよりも、愉快にそして有効に協同する事は兎角困難な事である。組合

経螢に域功する組合員は、協同動作に蜀して1吃度禦1心である。かNる利他的の入々は

絶えす團膿の磯展を所願しつつ働らき、而も共同作業を常に私嘉と岡様に考へてゐる。

換需すれば彼等は眞實の・・nuittial　helpfttluess”の態度を以て協同し・人類の拳畷を

齎らす事に精進する。3とtろで我國の魔際の實情を親しく研究して賭ると、我國民に

は各自一イ固の利害打算で行動する『利己的性癖乃ち一人一個の存念』を持つたものが

非常に多い。就中、古來からの維濟制度と砒會的慣習とに囚り、農民に～二の種性癖淘

ocl　ftなるものがある．自防彼等は砒愈生活一般に就て働に鰯勘心に過ぎ℃ゐる・

　現代の維濟砒會は、交換の機構を以て特色付けられてゐるが、農民は太古からの惰

性と業務の本質關係とから、今術唱祷の自給自足繹濟關係の統制から完全に離背して

ゐないと芸ふ歌態に座してゐる。（註二）　tの自家消費の爲めの自己生藤てふ白畳が一

種の慣行となつて、途に農1民をして意識的にか、或は無意識的にか個入主義的道徳霊蝿

一利己的道念一を保持せしむるに至つた。農民は自分の業務を自ら猫立に維螢し

それで兎も角生計の道を樹てで独くに差間ない程度の財賀を生塵し得るから，他人と

の協力を要せすとなし、進歩磯展を憧憬れす、保守に流れ、臆て一人一個の唯我猫算

的存念が漉漫し、共同的の観念が極度に稀薄となつたのも自然的なるやにも考へられ

る。彼等の具有する個々の具膿li1勺性癖を捨象するに、彼等の全生命を支配するものは

『入は入也、我は我也』との利己的存念である。’t勿論彼等は積極的に他人の利盆を踏

み潰すといふやうなことはないかも知れないが、少なくとも他入や團艘の利盆の爲め

に白己を蟻牲にし、或は自己の不便を忍ぶと云ふが如き利他的訓練を妖いてゐること

は瞭に之を槻取することが田i來るc（註三）

　　言li二　晋時の臼給自足纒濟の農業、引いて今「iも欝ほ其仰な留めてゐろ所の小規模腿業に於て

　　　　は、それが自作農ナこると、小作農t；るど即llばす、業｛捌工依然一家の必要とすろ所奄充

　　　　7：す爾めに行はるyな第一要義とし、そして一家爾費の剰除産物が市場に供給されるな

　　　　以て原則とするから、その自給主義的の色彩た借べろ小農業（家族i経濟）に在っ’（lt、

　　　　多く他入との共同な必要としtよい。

　　註三．農艮が個人主義であリ、保守的であリ・從ひて瓦助の精刷qこ乏しいと云ふことは否鴬す
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　　　　　ることの出來ない事實であるが、然し一方に於て彼等に日常の鎖事に就て隣保相挾くる

　　　　　と。云潮i謝べき膿あることな齢てt・・7Sら7・…講二楠の灘撚囎撫
　　　　　ll彼等は測：交方面に長じ組繍方面に劣るとの命題か奥へ得るであらう。

　　桝数纒鰍したであらうやうに濃鍵の構欄心既づ条胎綱を融

する略る・而して組合礁澱殿しむ礁めには、利己蟻を揃して欄鋤

文は棚の糊襖起ぜね髄らぬ・撚るにも不拘濃民一般畝しきの慣行上糊

峨くべか酵初凧蟻髄念鵬してゐる。獅て今や欝醗濟繊功蠣
得する爲めに・利己的態麟舎てて嗣轍の領嫌這入るか、將文髄鰍蟻的

弊糀隅するか・乃繍すべき硫すべ齢の一畔街離立って蹴てゐる．乍併

齢の獣に於て訊断峨1ま勉との齢から龍の塒をぱ之を自力に依賊

し鮒たと云ふのみでは諌だ以て廣轍餉に鰍なる纐の翻を一」Rしたとは申

さ紘い・之を繊的～働蹴て譲・ならば、龍の溝費する以」」，生潮るで鮒

れば・　e一旧を瞭し階禰進し得ざるは勿漁その入の人陥和舩所瀦だ認，會

嚇頗が悉く欄なる利他・樒鋤を麹す7・・　eとに依って、rl）Obてその鰯す

る醐或鰍餓限りなく鍵せし胴る識の囎K・・圃雌杁照コの道徳的
魏に探つての鰍腰素は澗齢でなくしてA・HIIgX：－ll）rJで畝此鮒1職助が出來

る働蹴することは・入類鵬礎イヒにとり羅の保障である』・緻へてゐる。

慾露砺ると論遭である・翻i寺r泓組制劇に於ける系且頷が，姉1蜘

五扶助ρ糊1鷹かDl’abはr組舗琳の撫あるS　titfeしたる礁つても之縢

知することが出來る・私鰍て鰍脈欄の1燃に心tiiglするものではないが渤質

的繍狸F肱く言鰍する秋（・z方つて、砂しか・る纏駒の糊・酸興雄批と

必すしも徒爾であるまい。

養灘姶鞭の醸翻は・撒實に識働の舞欝し澱旗方冬て決して紗

なしとせ帽札器乍ら」櫛勺趨螺1嘩つては未だ鞭を許さ甑epち形骸

のみはa」個の組合の膿繊してゐるが・H秘の船榊が燃してゐな礪めにそ

淋然鋤継鮒徽鴎みか・聾階獺してゐるイ餉す獺齢るのである．之

襯韻の利曲榊に縁由せるものと欝はねばならぬ澱へば船va於て灘破

51t・醐の両上謙る鍛として灘撒儲を灘し、之が幸艮醐割鱗の荊的

翻を鋤効とする説暢合一人lcてもその出瀧拗もの湯るならば、＿人

の鱗の殿に於て螺が他の組合員全融噛び詩には齢の結，勒畷繊生ぜ

しむるととすらあるs模欄合翻はる翻合が、常略購を鮒識つ噺期の

舳罐レ醐・繍らしてゐるr」似は、申合せ簸の蹴餉つて駿嘲か致

して當つてゐるからである・反之組韻噸に不旧の念劔く、篠蹴翻同＿
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致の歩調を保ち得ざる組合に雀つては、逮作麿籏獲し、成繭は昂質劣悪に、域績不良

の悲哀を膵めてゐるは票實に徴して瞭かである。

　既に1溌明せる如く養叢維合は實行團膿であるから、各組合員夫kの域績が累積結晶

して該組合の域績を形造る。若し組合員中一一人にても不良分子があるならば．組合の

實績は學らす，從ひて之を優良組合と稻することは出來ない。だから組合員にして陶

己を釜し、團艘を利さむとせば、不噺『己一人孤立でない』と云ふ考へを須隻も忘れす

組合構成員としての責務を完全に鑑すべきである。1肉分丈け旨く燈つて往けば好いて

露、自己浦足に止まり，他入の苦痛をば敢で顧みないと煮ふ我利々女主義は、組合の統制

を紫し、團膿の利釜や秩序やを破壌するものである。團膿的活動に在つては、共同行

爲の方針を規定するに、普通絡構成員の票決に依る。此の場合團艦員は自己を棄て過

牛激の決議に忠實に順はなければならぬ。之に服從する道徳、換言すれば『團艘の利

釜の爲めには、自己の鎖細なる利釜を犠牲とするも敢て厭はぬ』といふ蟻牲的精祠1が

ないならば濁讃組合の如凌民主的團膿の磯展は絶謝に之を期待し得ない。8慶く『一人

は全腿の爲めに、Adeewは一人の爲めに』（eacll　fOl・al1，　and　all　for　each）との標語は

組合確立に向つての金言だ。9肚會各成員の協力に依つて砒會的不正義を除去し、正義

を恢復し、肚會的利獄を確保ぜんとして、近時頻りに提唱鼓吹される『相互責任帥ち

1仕愈蓮帯主義思想』10（ltlutual　responsibility，　Solidarity．）も亦同一趣旨‘に座すもので

ある。

次に注意すべきは、各組合員聞には貴腔貧富の別によρて其椹義に輕重がないとX一

ふとと之である。養獄組合は實行團膿であるから、其威績を學げる爲めには、之が域

員各個の業績が揃ふて向上することを前提的條件とする。だからそのことに向つての

各組合員の努力精働は、貴きも、鰻しきも、富者も、貧者も其晶貿に於て『無麗別早

等』でなけねばならない。一人でも遽作審があれば、それはその限度に於て組合成績

に影響を及ぼすに至る。一醒有機的團艘に於ては、その活動の共同結果に封して、何

人が最喝多くそれに貢献したるやを具盟的に繋示することは出來ない。恰も30なる結

果を生産するに5と6との爾因子が共力して、無差別亭等の貢獄を爲したるが如きも

のであるell　EPち量的｝貧密一の霜異はあるが、質的一一入格的一には柳も差

別がない。産業紺合に於て、一般に各構成員の票決椹を絶i封公正ならしむるが爲めに

『一人一票主義』（one－man－one・vote・）を探用してゐるのは、蓋し如上の思想に鵬いて

である。12

　（ロ）　狐立自治の精憩

　組合を確立するに緊切なる相互挟助の精帥と相侯つて、盛石となるものは『猫立自

瀧防自助の精稠である。自己の爲すべき業務をば自力を以て之を實行し・他人に
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迷惑を及ぼさす謎らに他人の保融磯らざる澱蝉く櫛　之である．肚會白勺生活

　に於て、この精憩を培ふことは頗る肝要なことであつて、碧し他人委せの根性を以て

之に臨む雛には・その肚會の澱醗展は得て盤れない．協同と21Y」Jとは齢振作

の1嬢であつて・瀦は實躇麟1陣の儲關係に立つてゐる。r脚職に離麟に實

に』（L・y・lity）とに鞘この繍純象徴せるに外なら齢、．1・・

　　乍併ともする雄の人・はr期嚇示催胎の棚・との通徹謬圃｛銅韻へ

てゐる・各組合員が自助の精刺1を喪ふに至れば、協同心は墾じて依頼心に惰し、又反

錬欄鋤の繍を灘ρすれば、嬬胴己心に齢る。組韻搬が船長構

部やに委せ切りの態蹴持し繭助的濁を鰹ざる船鍵観る。之れ爾糊の

眞正なる継を怠り、その繍］蝦つた醜殴るものと言ばねばならぬ。

　由來綱は前述の渤働に鰍主義的である胴時t・，　9ヒの自助の棚、に乏し

い・冒噸ふれば・欝職臆¢長に於て働にイ臥蟻的であb、職る鰍に於

て働に鰍蟻的でない・融六＋欄に於け繊國の進歩殿上稀有の鞭であ

つて・堺の驚殿する1拠あるカミ、難歩は殆んど政府の指鞭披に1猫こと多く

その蠣今iヨ鎚びて・國民搬に自主撒の榊1鰍けてゐる瞭ふ疑酬勅

い鞭だ・1’1製繊の不景敵於け晒琶態は海砒の典型的のものである。好景籍

代には我がもの顔して、塞に囎ぶく倣岸たる態度であるが、一度不景氣來に接するや

恰も窮鼠のコ1・ll・〈悲鳴灘げ・國撚保蹴蜘財る拡賄様である．期囎に曰

く繊鮒田く低綴金の晴樋曰く何々等は、何れも自助齢睦鰍駿爲めの／腱

だ。現代は立憲政治の世の中であり、普選も既に實施された聖代である。奥には郡制

も魔止され・國貼般嫡助の精巧脈立脚し、名蹴圃苅瀦洋〒醗磯瀧華々

敷く獲揚すべき秋となつてゐる。それにも拘はらす、昔日の如く自己の経濟的活動に

凱・徹頭徹尾國家や公共醗やの保蹴のみ之求むるて繍慨な翫とでは、安ぞ

瀧會的必要が塵んだ船姻薩實1醗齢しむるeとが出來やう．國家白勺の立場力、

らすれば・靴養灘合の域員としての徳性礁くeとは、蹴灘を噛ぎないかも

知れなVが漕良なる組韻としての人禰瀦て國殿しての継鏑め彼是姫

的嬬躍襖ふる・西謙も言は艸r焔鋤くれば天之eil」Jく』と蕊緊輝＿番

せすして可ならむや。

西滞國民・就・膜國人は非物こ鰍此榊ilに徽してゐる．宅艶等は麗鰍なる

遜豫でなければ・その囎姻家1・求めな吐附に、嫡なる小事と賜、筍鰍

舩正飯するものk．bと尉腸舘〃よ、飽迄その腓を軸煉禰Lの爲め嚇

躇逡巡する所がない・叉殿一般｝・向つて、灘的賄繊繍態との，醗を得れば

彼等は南力に因つて政府を誘導し，肚會的に必須なる制度や法規やを編成せしむるて



囎欝　　　　　　　　　　灘　　　繍　　　攣　　　鞭　　　雛　　　　　　　　〔第’－nimp

ふ維大なる自畳を有ってゐる。然るに我國に於ては如何かと雷へば、彼の自助的なる

に反し、何事に就き大rk．一・般に有利なるや否やを問はす、恒に政府に引摺られて往く

傾向が顯著だ。例へば法律制定の如きも、民意の結晶が之を導くに非らすして、一部

識者の想定に威る有檬である。廼ち彼に在つては自立的であり、我國民は他動的なる

の命題を産む。近時當局の奨働に基いて『乾繭装置や繭倉庫』が設置されるの機蓮を

醸した。洵に結構なる施設たるを失ほないが．併し私は之に大なる望みを囑さない。

何故なればこの理由は獄綜といふ一商品の本質からも蠕納されるが，最も根本的には

之等設立の動機が直接利釜を享受する養慧家の自助自畳に根抵して産れIUたものでな

いからである。如斯我國には民衆一般の自蝿に基いてでなぐ『天降式官僚乃至政蕪者

流の自己満足の悪戯』から施設される不急の土木が頗る彩い。治春も被治者も熱慮猛

省すべきであらう。

　明冶維新のあの鴻業が大域された原因を温ねて見ても、如何に國毘一般に自助自畳

の念が必要であるかを知ることが出來る。それは大化の改薪や建武中興やとは火いに

其趣を異にしてゐる。之等の革新は政治上の必要や小数識者の大義名分から生じたも

のであつたが、明治の維新は肚會各方面に其の思想が浸潤し『一般國畏を背爆』とし

て行はれたものであつた。帥ち改革が『國民の自畳』に依つて行はれたと云ふ特色があ

る。今『慶慮四年京都大阪出張之記』の『世上形勢書の事』を開くと『元弘の復古は

上の思食より出でたる事にて、下萬民の心より起りしに非ら一腕然るに此度の復古は

之に反し草葬より鋤王の論趙り云女』と誰しあるを見ても、萬民の膚畳が如何に革新

に必要であつだかを知るに足るであらう。15故米國大統領W・Wi王sOI1氏は曾て『國

罵の更新は頂部から來るに非らすして、底部から來る』と設いた。】（；i翫し萬皐の進歩

獲展は民衆の自助自，毘に淵源して將來されるものなることを教示してゐる。

　養獄家が組合を通じて慕業を蓮螢するに當つても、道理に楡りはない。此の猫立自

助の大精帥を礎石となし、『協同の業務を有勤ならしむる爲めには、それを自嚢的に行

はなければならぬ』17紅合が共同催脊を爲すに當つても、稚慧共岡飼育を爲すに就で

も，共同的に病轟害の豫防駆除を施行する場合にも、或は繭の共同販費に於ても，之等

を實行する動機が天降式他動的のもので、逡間膚助自慨が訣除してゐるならば、當然

生すべかりし効果を十分捉み得すして好機を逸するであらう。奨働された轟柄でも、

自己創案に成ることでも、良いと云ふことには、何等攣りない筈であるが、そのこと

を十分自髭して施爲すると、弧制されるままに鯨儀なく之に當る場合とを照感するに

共成果に於ては、甚敷い相異を招致するものである。鑑みるに前者忙在つては慧識し

て自獲的にことに當るが故に、その態度は翼創であり、魂の入れ庭が異り、随ひて愉

快に作業を爲し得るからである。
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　第こ二項に於て一瞥し掩如く、養螢組合は協同自治の組合精紳を基本とせる實行團膿

であり、農會や同業組合やは聡なる指尋團膿であるから、各蕨の職務を盤すに當つて

其分限を誤らざることを注意すべきである。指導團膿が其任務を超越して各個人從ひ

て礁組合がr・IU」J的に爲すべきことを引受けて之を爲し、或は潔が座してその羅

に與らむとするが如きは決して事業を恒久的蹴つ堅實に個i展せしむる研以でない。各

が自己本然の任務を忘れ爲すべからざることに迄干與し、3く他の保謹に継るべからざ

るを敢て之に依頼するが如きは、大成を期し却つて各個人及び該團膿の存在の原義を

無覗し、自治を傷け、其脳1力を鈍らし、逸に彼等をして立つ能はざるに堕さしむるに

至る。（註四）

細騰纈齪しむろ根本的方鋤1胴に。私蟷面の問鰻じ（（1）農業の繍的難1工

　　業演の本質上協同組含に依るに非らざれば、絶封に之な實現し得ざろこと、及び（2）農

　　業はその勢働藝術的なろに反し、工業に於ける勢働に人格な無漉しナこ機械の奴隷である

　　　と云一！1、ことな毒里解ぜしむる；と1こ由つて、　そのi音養に聲することカ㍉娼來うと，LR　3、。

　以」乏腰するtC・養灘合剛駈1人の自助的協同組織であつて、一種の自立峰鵬

であるか転共存立の基礎をば之を協同と自助とに置かねばならua。聯か高簿動物の

各器官と個膿との關係に喩ふるなら、各器官が各異なる作用を爲しつつ互ひに依存關

係を結び、杢艦の存在に貢献してゐるが如きものであって、各器官の協力と自存との

機能蝋きを得ぱ・イ暇ぱ1璽健康を維持し、限りなく健全な磯育を持績し往くも．

のである。組合團膿に在つても、各組合員は克く自己の任務を自畳し、協tJ　一一致し、

業務に忠實であるならば倶に畷胤を求むること難くない。養慧家は『飼育すること、

桑園の肥｝辮理を爲すこと，」・徽良を爲すee，生勤の願及び桑マ耀料嚇入

を爲すこと等』は、自助的に或は共同の力に依つて之に當り．國家や市町村や農會や

同藁組合やの手に委ぬべきでないJS又國家や農會や同業組合やも、直接かSる實行

業務に迄干與し、徒らに彼等の自助的獲展を阻害することなきやう注意すべきであ

る・人d・lf　B・chc・be・g・砥がr蹴のr・瀕勺濁は、賛をに私人の経濟的活動を補充

し得るに過ぎないのであつて，各慶民の奮闘的活動に決して代り得るものでない。却

つて寧ろ農民の自助は國家的援助と並行すべきものである』19と教へてゐる。淘に我

々農民活動の擦識を學示して除韻がない。

　　　　（1）The・dre　axracklin，　Em・i・nt　axfarlcetirig　f。r　Agri・ulture．　1924．　p．　250

　　　　（2）　　松眼噛F匡享士薯、　匠証上　　249－2581／t’

　　　　　　　トトミアンツ著、同上　62－82頁

　　　　（3）　　T．ユ〉〔aeklin，　ibid．，　p，251．

　　　　（4）　法學憩士　河田嗣郎匙・農民心理と時代思潮（改造大正13年10月）

　　　　（5）T・N・Carber，　P・i・ciP1・s・f　R醐E・…1・i・・．1911．P．274，
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（5）　クロポトキン著　 皇建伏i曽i｛言課、ネ目互韮k助、。230－235頁（P．1〈ropotokin，　Mutual

　　　Aicl●　1902）

（6）　法學簿士　穗積陳重著・五人組制度論（大正10年）8虫285一珊8頁

（7）　農商務省農務局編課養誰霞に關すろ組舎調査（大正13年）

（8）　　Beatrice．　Pot士er，「Phe　Co－operative　Movement　in　Great　Britain．1920．　p．36

（9）　1－1．A．　Silvermun，　ibまd、　p．214，

（10）　増井幸雄述、甦會蓮帯圭義に於ける任意的組含蓮動（瀧會政策蒔報、大1E14年2月）

（11）　　」㌔　S．　1㌧lil1，　〕？r三nciples　of　Politieal　Econc）my．　1920　P．　26．

（12）　T．aSXacldin，　ibi｛1．　PP．254－255．

（13）　H．A．　Silverma・n，　ibicl，　pp．212－213．

　　　T．Afacklin，　ibid，　PI）。251－－252

（14）　　二蒔ミ：洋蓬里麿墓斤尋…艮、　ll召可｝隅3年1月281≡lr●　8頁rり　同3年9）ヨ29日．S・－9頁

（15）　継潜學博士　本庄榮治郎述℃明漁維新の鴻業が大成されれる凍因（経憤論叢、第

　　　黒5谷、　第5號）

（16）　　農辱｝博士　　那須白告著．D農参寸REj題と敢會理想　（大il三13脅三）　S4頁

（17）　法學士　美濃口時次邸蓮、来國に於ける溜費組合経醤の現胱（壮會政策時報、昭

　　　和2年、9月）

（18）　　農學：ヒ　　佐藤3it次甜宝謬緊、　農業岳辰興と産業組合　（大エ！三41．ls）　387－388頁

　　　W・H・Warman，　Agrエcultura1，　Co－operation　in　En91and　and　Wale鼠1922、　P．：号．

（19）　プツ＾ンベルガー著、八木學士課、農業政策、83・一・86頁（1）r．A，lolf　Buchcnbe－

　　　rger，　Grundziige　der　Lleutchen　Agrarpolitilc．　Berlin．1899）

4・組合の形式

組合の形式は其見方に依つて種々に分類するこが出來るであらう。今組合幹部の数に

着眼して之を分類すれば大膿『塔形組合、鼎形組合及び礎形組合』の三種となすを

得。！之等組合の特質を分論すれば次の如くである。

　（イ）塔形組合　とは組合長一本立の組合のことである。組合長が熱心にして且つ

精力絶倫の努力家で．而も献身機牲的の入物であるならば、組合は一時は粗當に磯達

して往くが、然し甚だ危瞼性に富む。組合侵と錐も生身を有つ九感惰の動物であるか

ら何時疾患に罹り、3ぐ見解の相異を生じその職を混くかも知れない。fOi　Sる場合その

組合は宛然大洋上に羅針盤を失つた船舟の如く、直ちに瓦解するの危瞼を冤れない。

　f融ま此の腫の組合に在つては、一般組合員が凡てを一切合切組合長に委せ易いから

組合の宴務を辮識せざるに至るe力1之、組合便一人にて福機を握つてゐる爲めに、動

もすれば専断猫裁に流れ，延いて肝心な自助力を減殺せしめ、塵業の民衆化を破壌す

るに至るであらう。

　かかる組合は、實は、初歩的原始的の形態に鵬するものであつて、嚴密の意義に於

ける組合と稻し難い。



錦二號〕　　　　　　　　養ヨ鷲　組合の本質に就て　、　　　　　　　　　41

　（n）鼎形組合　此の形式の組合は前者よりも租進化したものであつて、恰も鼎の

脚の如く轟ら組合長とこ二三の幹部とが組合の中心となつて働くと云ふ組織である。現

存せる養慧組合は概ねとの範疇に鵬すると嘗へやう。鼎形組合は組合長一木ゴ’1の組合

に比し、一暦堅實輩固ではあるが、未だ以て恒久性を具へてゐると総し難い。若し何等か

の故障が起り、幹部の一・・A人に欲員でも生するやうな事があると組合の範裂は其庭から

生じ來る。鼎の脚が一本欲けると、それは既に役目を果し得ざるに至ると同様である。

　鼎形組合ではこの種欲鮎を補宜する爲めに、絶えす幹部だるべき後樵者を作り，現

任齎の一入が僻任する揚合には直ちに之を補充するやう心掛けねばならぬ。何れにし

てもこの組織の下に在つては一般組合員の膚畳と自助力とを振作するに徹底を映く憾

み多く、隔靴掻痒の感なきを得ない。

　（ハ）礎形組合　養獄組合の模範的形態は、この範聴に類別される。蜘こ『礎形』

とは、家の盛石のことである。如何なる種類の柱材を問はす、何れも夫々それに照癒

する礎に擦って立つてゐる。又その礎は夫kその分に態じて責任を負櫓してゐる。而

して歪腸として家を支持する責務に至つては干等で差別がない。

　敏に謂ふ礎形組合は當該組合員が一家の礎の如き役目を勤めてゐるものであって、

彼等は雫等の凝議を婚ひ，自己の分を盤し、相互の薦利増進を期してゐるのである。Ell

ち冬組合員は共同の目的を達する爲めに協カー致し、互に相扶け、獣身犠牲的の糊1巾

を以て精遜してゐる。我々の理想とし要望する組合は當に此の形式のものでなけねば

ならぬ。

　依鑓槻之、養獄組合は塔形組合から鼎形組合に、鼎形組合から礎形組合に進化し，

蝕に甫めてその基礎を躍固にし、所期の成果を完企に牧め得るに至る。現今模範組合

と稻されるものであつても、この理想の極致に到達したものは、蓋し稀である。組合

長や幹部やの熱心と犠牲的奮闘とに促されて、域績を暴げてゐる程度であるから、前

途大いに開拓の絵地が淺されてゐる。

　各組合員が協同自助に徹底するに至れば、その時には既に礎形組合としての要因を

孕むでゐる。從ひて此の域に逮すれば、實質的には各組合穂威員は均しく幹部である。

事務の統制上、組合長を定め、聯部を選任するも、それは業務分捲の便宜的仕組に過

ぎざると思へ。だから一般組合員は自己に關する限度の共通事務をば、之を組合長乃

至幹部を通じて爲すこととなる。組合長や斡部やは、献身的犠牲的の態度を以て、蕨

の職務を全ふすることに鑑すべきであり、3ζ組合員は夫々その分に慮じて、自己の爲

すべき業務を忠實に趣行し，串合せ事項を嚴守すると同時に、組合長や幹部やをして

その職責を全ふせしむるの共同責任槻を喚起するに努むべきである。

　　　　（1）　　杉置Hラt治快B弓蜜：「り　農民｛謹鼠合の理想とt”iご際　（：六こn『14杢拝）　170－174頁
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5・組合の法律上の地位工

　薦業組合や獄綜同業組合やは、産業紐合法に依り、叉は重要物塵同業組合法に華じ

て灘阯の入格襖へてゐるが（鋤養撫胎は今の所之を賦鞭紅ゐない．法人

格を具備してゐない團艘にも、組合員相互の個入的1輩継閥係を創定せんとする謂ゆる

眠法」：CD組創8，螢利の目El勺を以て叉は騨f、按藝、慈善・、＃：他公盆の19的を以

て組織せられる會砒及び各種の批團と同様に『祠鯛蘭組織を有する團髄』との二種が

ある・從來養鑑組合は民法上の組合に準じて法上の取扱綬けてゐるやうであるが、

私は以下蓮ぶる事由から『人格なき肚團』　（Verein　ohne　Recllts伽云gkeit．）として之

を認識したい。

　　註五、産業組合法、第一條第一項、慧紙業法、第三十四條。重要物産同業組合法、第六條。

畿組合は組合．融圃薪llこ於ける障糸肱る契約關係．ilでなく，之は湖念k・；tiづ組

織が出來て、然る後養獄家が之に加入すると煮ふ祠1團である。だから個々の養獄家相

約して彼等の間に債槽關係を設定するのとは、杢然その趣を異にしてゐる。これ故に

養飾胎幽刎：團であり、召t自撒泳剛：愈的存在の意義をイrつてゐる。㈱、）

乍併・前述せる通槻行法上法入鞭1獺せられてゐなV・から、一種の人儲き藤1

と稻すべきである。

　　註六蹴組合に法鋤隙姐韻の個人㈱盆徽糠、それ端の厩幌存在と鮪つて
　　　　ゐろ。腿ひて共財産の如きも、組含目的に捧げられナこ渦立の具i’産と見るべ含であつて、

　　　　各組合員の個入的共有財産として槻察すべきでない。

焔なき醐贈廊組合であるとせられ、雌1法へと圃りされてゐる」b　Ni，併し砒

團と組合とは本質上、明確に之を峻別すべきである。今養獄組合を民法上の組合とす

るならば1’各組合員の出資典・他の組合財産は総組合員の共有に鵬し』（民六六八條）そ

して中途脱退する組合員は「其出贅の種類如何を問はす、之を金竣に換堺二して其持分

の佛戻しを講求することが出來る。』（民六入一條第二項）叉屍法は維合を契約關係とな

し肥むeとを得ざる事由ある時は、欄韻は組合の媚臨i厭するUとを得る』

（民六入三燦）髄定めてゐるから洛酢iの鰍的秘謝縦することsなる．撚墜

難合はそれ自臆囎嚇在の理由鮪つてゐるが故ic，騰上の組合と解する時

は・その結果非常に不都合なる事態を惹起することあるを忘れてはならぬ。

　如上、祀：團はそれ自膿肚愈的の存在であるから、法律を侯つて市めて存在するもの

ではない・唯だ灘は或る醐には法手阯の人徽認め、他のものには之を認めなV

てふ差別あるに過ぎない。

然らば人格なき砒團の法律自脇罰係は，現行法上如何に之を解糧すべきであるか。之
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に付ては飽款共他の婁實に基いて、當該泄團の會肚的實膿關係を確認したる上、之に

相慮すべき法猿的取扱ひをすれば好い。而して法の適用は、人格ある肚團に關する諸

規定中，就團的特質から生する規定の主皆を勘豹して之は解明すべきである。（融七）

　　謎七、從來法人絡な有ぜざろ養獄組合の法的解糊工、民法上の組合とじ（の立場から之te取扱

　　　　　つてゐずこ。その要旨｛‡ノく膿かうであろ。養置祖合に法律上の人格な具有してゐナよいから

　　　　　uettEの主盤となり得ず。随ひて組合としての財産な准し、名聡と事務所とな有し、且つ

　　　　　組舎の綴繊て取引締訟鵬糖窪限繍つてゐない。磐へ1懲糊帥ミ組韻の出

　　　　　資共他の事山に從つて財産な積んでも、それは組合の財塵となリ得ないで、総組合員の

　　　　　共有となる。叉組含が他人から共の名な以て費金の借入な欝すも、實はそれは組合自艦

　　　　　の借欺でなく、細組合員の蓮帯債務ナこるに泄ぎ撫’のである。

　次に養鐙組合が法人格を具へざる爲めに生する不利、不便及び共封策に胱て着干の

致察をJJHへて見たいと思ふ。

　（A）　組合自醒の訴訟當事者能力。

　民事訴訟法策十四條により、入格ある砒團は當然自ら訴訟當事者たり得る能力を其

へてゐるが、入格なき肚團たる養黛組合は、原告としても被ke．としても、現行法上必

すしも共能力を有つてゐないeだから法理上は業務執行者一一組合便一が代表齎と

して原告3ζは被告疫る場合に於ても、組合そのものN代理人たり得ないのである。併

し人格なき砒團と雄も、之を實質的に致へるならば、或は肚團自らの名義に依り共代

表者を機囲として、叉或は祉團の代蓑者たるの資格を有すれば代表者個人の名を以て

訴を起し3ぐ訴へられる乙とが幽來て然るべ竈であると思はれる。

　從來人格な師ヒ團と雄も、特建の法娩に準櫨して組織せられたる場合には一特に

會期等に會長を以て其肚團を代表せしむべき規定の存する場合には、～會侵はその椹

限に基き會長の名を以て、訴を起し3くは訴へらる蕊事を得と瞬ふ判例がある。（註八）

けれども人絡な師ヒ團が養鑑組合の如く所謂最寄組合的のもので，何等特別の法規に

依つて組織せられたものでないならば、肖ら訴訟當事涛となる爲めには、将に法律に

依つてそのi資格が賦與されなけねばならない。

　　謎八、明沿二十入年十月三日、大正四年五月二十六Ll　．同年十刀六臓大審院判決例o　　　　　，

　抑も人格なき肚團は、就會の必要が肉然に塵み出し海所の現實なる肚會的存在であ

るから、軍に将別の法規に基いて組織されたると否とに由つて，或るものには訴訟當

事者能力を認め、他のものには之を認めすと爲すは、甚だ愛當を嵌く制度と云ふぺを

だ。此の職に就て改正民霧訴訟法は、策四一1一六條に於て「法入に非らざる砒團」更は財

團にして代表齎3くは管理人の定めあるものは、共の名に於て訴へ文は訴へらるkこと

を得』と規定してゐるから、今後この種の弊害は餓程除去されるであらう。

（B）組合の財漆共他の樒利のJIJi・有主膿。
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　　養鑓組合の財産は，組合そのものS目的の爲めに猫立して存在してゐるものであっ

　て、組合員の共有に鷹すべきものでない。撚るに人格なき組合は、自ら該財塵や典他

　の椹利やを有ち得ないから、法律上の形式としては、組合長側入の名義を以て、之を

保管せねばならね。叉財産中特に動産の如きは、紐合財塵たることは明瞭であつても

法律の形式上何人の班有なるか、之を適確に識別するは容易でない。ところで組合財

藤が継合長其他の名義となつてゐる場合に於て『共組合と組合長との間の信託關係は

全く道徳的のものに過ぎなくて、第三者に劃する關係に於ては、法律によつて秋竈も

保護されてゐない。だから組合長共他の名義入個人の債務の爲め、其債根者に依つて

組合財産が誤嵯押へられた様な場合に在つても組合は法律」r．その貝擢の自己の所

有に蝿する事を主張して『執行異議の訴』（民訴五四九條）を提起することが禺來ない。

　（C）養獄組合と共代表者との闇の信託關係。

　組合長が組脊の爲めになしたる行爲は、それが法律行爲たると、不法行爲たるとを

間はす、総て組合に影響を及ぼさねばならぬ。だが組合は法人格を具へてゐないが故

に直接法律上搬義を取得するものは、組合め爲めに當該行爲を爲した組合長に過ぎな

い。警へば組合長が肥料代を組合の爲めに負櫓したる場合に、共義務は同じく組合の

義務たるに相異ないが、債椹蒋が債務不履行の場合、法律手段を探るに就ては、組合

長を被告として訴訟を提起し得べく、而して或る場合には組合長或は典他の名義人佃

人の財産に向つても張制執行を爲し得るものと解される。

　併し、現行法上組合長及び其他の名義人と組合との信託關係は、第三者に封して保

護されてゐなbこと響に窺つた如くであるから、名義人の私債椹者は『信託關係を否

認』して其組合財塵をも差押へることを得。文反劃に紐合の債擢者は共債樫の浦足を

得るために形式上組合財塵なるものは一たとひ實質上は何人の名義になつで居つて

も一一総て『信託關係の存在を是認』して、之を差押へることが幽來るのである。

　養擢組合が法人格を具有せざる込、其磯展過程未だ幼稚なる場合には、さし7aる差

聞はないが，その進歩が顯著となるtcmeれて漸次種々なる問題を惹起し、不利不便を

助長するや縢かである・依つて我々齢r等かの補短策を講じ組合活躍の條件を完備

することに努めねばならぬ。次に之が救治策を一瞥するであらう。

　（A）　養獄’組合法の制定

　養獄組合は今や典数二萬を炎破し、共砒會的存在は騰然たるものである。然るにも

不拘、未だ法の保護を受けてゐないが故に、依つて以て被むる不利不便、洵に量り知

り難いものがある。組合の代表蒋が組合との信託關係に立つて飴程肚會に僑認篤き人

でなレ・限り、第三者は進むで之に便釜を與ふるに醗躇すること、此の類の一・である。

何故なれば代表者の道徳上経濟上の故障から、償務履行能力を映くに至れば、第三者
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は制度の不備から不測の損害を蒙むることがあるからである。以前からζの不安と不

備とを避ける一手段として、債務關係に於て『連帯債務の形式』を探用してゐるa併

しこの方法による場合には手績が頗る煩鎖となつて來るから、組合経螢上有効なりと

信ぜられた施設も、逡にはその緒にすら付かす、噌から曙に葬られ好機を逸すること

は兎角あり勝のことである。

　國家は凡ての入闘に蜀して築等に私樫の享有を許し、法律上の機會均等を作り與ふ

べきだ。此の命題は融會の必要が自然に産み出した養獄組合に就ても、齊しく要當す

るものであつて、それが法入格の賦與を欲する限り、之に私擁の享有を許し法律上の

保護に均鶉せしむべきである。同じ實質と効果とを有する産業組合は砒團法人として

立派に法人格を賦輿されてゐるに不拘、猫り養獄組合のみ取り残され、その恩典に與

らざることは、i藷し解し難き措置と冒はねばならぬ。

　養鐙組合に法人絡を賦輿するに就ても、その主張せらるS形式多岐に渉ってゐるが

就中主たるものは『箪行法の制定』を可とするもの『農愈法』に擦らしむべしとなす

もの『産業組合法』に包含すべしとなすもの、或は『同業組合法』に準慷ぜしむべし

と主張するもの等女がある。之等に開する是非の検討は他日に譲るとして、其根本精

涌irliに就き一言すれば、私は『極端なる張制的法規の制定を避け、反面に組合員の自助

を助成せしむる仕組となし、實際に惇る繁丈褥禮的の規定に流れざるやう立案すると

とが肝要である』と考へる。聞く虚に依れば、農林省は最近漸くその必要を感じ現行

塵業組合法を改正し、之に養鑓組合を包辮せしむべく折角立案中であるとのことであ

る。（謎九）邊きと難も企てぎるに如かす、合理的なる法規となつて公布施行せらるS

ことを切艶して已まぬ。

　融九、農林省獄綜局の法案の骨子は大盤次の如くであろ。

　　　　（1）同業組合に騰する1，のは現在のまyとし、

　　　　（2）　産業組合法怨改正して『養獄産紫組合』か翻定ずろoそしく

　　　　（3）　醗継業關係諸圃艦の組織髄系麺胴業組合、養租産業粗合、製縣組合、獄懸輸繊

　　　　　　　組合』の四圃謹とし、之等准『聯合會』で結合し、更に

　　　　（4）　現在の！獄練同業組合rl・央會に代ふるにr帝國獄業組合tTt央曾』な以て全般な統一

　　　　　　　ttんとするものであろo

　（B）　組合と共代表者との間の儒託關係の公認

　信託關係を法律上公認する1臼鍍は、英國に於て駿く之を探用してゐる。例へば英國

の勢働組合法に依ると、その組合が自ら希豊するならば，登録を許される。登録された

組合は『其存績期岡受託者の名に於て』各種の撚義を取得し、又受託驚若しくは組介

規約に依つて樺限を與へられた1也の役員をして、組含の爲めに訴訟を爲さしめること

がμ1架る。これ故に學者は屡翠録組倉を『準法入』（（？vuasi－C’orPorat三〇1））と呼むでゐ



46　　　　　　　　　　　識　　　新i　　學　　　離　　　誌　　　　　　　　　〔第一巻

る。若し我國養慧組合にして法人格を賦輿せられざる場合には此の方法に纂き粗五の

椛義を確保する制度を編むも欲陥を除去する一方法たるを失はぬ。

　　　　（1）　法學博士　未弘、嚴太郎著、努働組合法論、（大正15雄）116－139頁

　　　　　　　法墨隙士　鳩山秀夫著　El本僅ξ懐法各論．下巻（大正13年）296－661頁

　　　　　　　法學博士　松本重敏著　契約法論、総論一般契約論（大正12年）296－321頁

6．　結尾一將來の展票

　前項迄に叙論して來た所は、主として生鷹維濟に囲心を持つ。獄綜業界に於ける謝

汎の披術上経演上の研究或は調査も亦、凡て生廃経濟を唯一の謝象として爲されてゐ

る。私は我々の肚會的維濟的の立場を合理的ならしむる爲めに、生産経濟にのみ力を

投入するてふことは、甚だ片手落の態度であると思ふ。自曲主義経濟墨藩の多くが、

『漕費を以て生窟喉一の目的である、』と説いたやうに、欲望浦足を目的とする財貨の

供用は、洵に或る意味に於て『維濟の出爽黙たると同時に、又その絡瓢である』と稔

し得る。從ひて生産と同時に漕費にも一騰高度の注意を佛ふの繁切なる多言を要せ

ぬ。

　経濟學上漕費とは主として最絡溝費を指し、生塵酌消費は却つて之を生簾論申に配

置する學者もあるが、蓋し前者は私維濟的範疇に鵬し、純輝経濟學の部門を構域せす

と爲すに依る。私は之を廣義に解し、爾者を消費論中に包揖し、消費維濟なる概念を

與へる。

　今i湊鑓家が共通的に必嬰とする湘費財及び生産財一一生活必需品、獄種、燃料、獄

具等一を購入するとする。此の場合各自猫立して之等を購入するよウも、協同して

之を爲せぱ、一贋低廉iに同量同質の財貨を手に入れることが出來、鴻極的に経潴的利

釜を継げ得るは謄易い所である。生産が如何に合理的に行はれても、溝費にして拙劣

ならば、實質上獲る所は蓋し鮮少であらう。

　楮て漕費の出｛ur．yiとなるものは、資本主義交換維濟の領域に於ては購買である。さ

れば生産に協同が必要であると同様に、溝費に於ても亦協同の肝要なるは疑のない所

であって，此の爲めに生起し充團器は『沿費飢合と購買組合』とである。諸外國に於

ては娩近特に消費紐合が凄い勢を£裳て褒展し來り、之が設置な凌地方をば『潤費組合

の砂漢』（Co－oPera亡iVe　de：　orts）と稻してゐる位である。反之、我國に於ては産業組

合法制楚以外、購劉組合の設立を促し、量的には相當喪展の跡を留めつNあるが、然

し質的獲蓮に就ては未だ遺憾の黙多く、就中純正の漕費組合に至つては、その端緒を

得たるに過ぎざる程度である。（融○）

　　融一〇i’wa－Q組令・と購買組含と1瑚llする標準は・主としてその取扱ふ商晶の種類に津な求めて
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ゐるo前者は蝦終濡費財ナこる日鴬生活品な取扱ひ後溝は主とし一（生産財ナこる農具源澗

簿の販斑な掌る。我國に於ける消費組倉は小資本家及び農民の組織ずる購買組合であ

つて、溜費組合的の購買組合でない。大正十ご年内閣統計局の調査によれば、購買組

合総数は10・85Sで、内余螢組合が10，443軍i蜀組命が415と諌ふ實勢であるo而し一（軍

猫組合の大部分は源料農具等の購買組Avでv鴻費組合的性質な府するものに、極めて

稀である。叉大正13年塵業組Av；111央會で調査けこ所に依れ、ば澗費組合的購買組合ば

198である。

　元來鴻費組合はエ業勢働者間、從ひて都會に磯淫したものであつて、農業方面への

進lllは各國とも最近のことに鵬する。近代的鴻費組合の濫膓が「ロツチデール」漕費

組合（Roelldale　Soeiety）に在ることに就ては、一般に熟知されてゐる睡であって、

消費組合と云へば直ちにR・ch〔lale　t・eiatyを聯想させる程である。英國Mah　ehesfer

市に程近い践oclldaleと云ふささやかな町にあつfe「フランネル」工場の職工二十八

人が、相五救濟の口的で日用品を販費する公雫なる開拓者（Equitables　Piolmiers）の紅

合店舖を開いたのが抑もの創めである。然らば彼等は如何いふ動機から組合を作るに

至つたか。それはかうである。「フランネル」工場で株主配當をしたが、勢働者は何

等その分配の恩典に浴しなかつた。偶その當時彼等は生計窮乏を訴へて居つたので、

其補ひとして再三賃金の値上を要求した。然しこの懇請は素氣無く拒絶されて絡った

のである。そこで彼等開拓者は考へた。　『境遇改善の手段として、結策團結して資本

家に當れば、彼等も亦より迅逸繋固に團結するから、結局他力に依つて勢働條件を改

善するE：とは望みがなb。だからかSる他人相手の手段に訴へるより、何か自分遼の

力を合はせて消働il勺な互助共榮の爲めの事業を興すことがよい。勘1ち共同経醤の店舖

を開いて、生活費を減する時は賃金を増力i1したと同様な結果が得られる課である』か

くして彼等は途に相互扶助の團結に依つて、活路を見出したのであった。

　初歩的段階に罵する浩費組合は、中間商人を省暑し、その搾取から冤れむとする程

度のものであるが．理想的の消費組合は相互扶助と非髄利主義との下に、°紅合員協同

の日用必需品を生藤し、交易し、分配し、利用し、依って以て物質と精祠1とを融禾口せ

んとする協同團膿である。（P，k－　一一）だから外國では『消費者協同組合』を表現するに

“Collsumers’Co－ol）emtio11”を以てせす、唯軍に“Co－ol）eratioll”と粥してゐる位であ

る。叢に‘℃OuSumer”　とは物質的漕極的なる宇義でありt‘Co・oPe　ration”は精li【li的積

極的の意義を含蓄してゐる。此の一連の句を以て見ても、潴費組合運動の域功が如何

に各成貴の『相互扶助削舌1及び誠罐』なる態度に負ふ所大なるかを知ることが出來る

であらう。消費組合に就ての考察を更に進むることは本論の目的とする所でないから

群細の研究は之を讃渚略に譲りたV・　．2ただ敢に沿費組合が如何t’C　tk　kの維濟的耽會的活

動を稗柿する所大なるかに糊つて、一般の注意を喚起すれば足るのである。
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　註一一　爾費組令の究局磯展に葛況き、大別じ（この理論が相罰立してゐる。其一は溝費組合な、

　　　　　以て無産者階級解放浬動に向つての手段であるとなし、勢働組倉と相聯合し利潤なき

　　　　　示瞼灘設ぜんttntので削、曇讐二は之阪し澗癬船鰯鱒且合と則階繍…

　　　　　禰定し、1・腿的2r・和的に肚會敏拠んける中立性（Nellt・・1i慨・）の端［就つ

　　　　　てゐろものとす。前者は溜費紺合自儂な隅的となすものであつて、之な支持するもの

　　　　　はG6hTe，　Vandervelde，　Weber等であり、後者に漕費組合な以て手段学‘りt　tsし、

　　　　　之が代表者にGide，　Mliller，　Kuufniann，　Totoniii，　n　z等であるo

　次に淘費経濟に關して重要なるは『貯蓄心の海養』である。貯蓄は實は將來に向つ

ての瀕であつて遭接的なる蔽と唯だ口舗的嵯異あるのみである・燗麟塞

翁編で調來囑する・と即人も之を灘剛㈱るeとは出勅い・瓢猫
の資本主義経濟の特徴から何時好況或は不況が襲來するや具艦的に之を豫知し得ぬ。

此の將來遭遇することあるべき逆境に備ふる爲めの消費が毘”ち徽に謂ふ1貯蓄である。

だから人聞たる以上、将來を慮り恒に貯蓄心を培ひ、萬一に備ふることは絶劃的に必

要とせられる。養慧組合が共規約の一一IC『三E繭貯金、違作貯金、繭慣調節貯金』等女の

名の下に、共同貯金の項目を設け之を奨働しでゐるは、寧ろ當然の施設と謂ふべきで

ある。我々は養窟組合の磯展に就て久しく讃美されてゐる地方にすら、今爾ほ維濟的

不安の戦聞いてゐるが之れ生醗濟のみに專念し、消費盤燗する考慮を鞠笥に

附したるに基因するもの鼓へる。

　猴ほ將來生起することあるべ琶偶然的の難に備ふるlhll慶として『養獄保瞼』を鍋げ

ることが出來る。近時本邦に於て養獄保瞼なるものが識者’の意識に上るに至つたこと

は，洵に喜ぶべき現象であるe3一般に農業保瞼は他め保瞼に比し、保瞼技術上の困難

を僻が、etしその可能と必要とは一唆めて論彊までもあるまい・ロ焦だ一黙1躰的

關心察を指示すれば、養憲保瞼は業務の本質上相互保瞼に依るを可とする。而してこ

の組織に基く場合には、先づ會員に高度の粗互扶助の精帥が要求せられる・即ち各成

員の忠竃の徳は、養獄組合を磯展ぜしむるに必要なる根本精剃収齢一する。だから養

灘組合をしも確立し得ざる程度の團腸的訓練であるならば、養獄保瞼は技術上可能で

あり、且つ編調的必要な施設であるとしても、到底成功の望みはなし～

　以上を要約するに、鎧業の合理的なる搬展迩歩を期する爲めに鳳先づ濃民家族経

済の特殊相を理解し、ti・」；．で養慧組合を中心として縦横に有機的に進出し　資本主義慮

化の手段を講することを第一要義とせねばならぬ。さればかSる意味に於て購買組合

や溝費組合やを夏に名實共に整へ　準んで之が利用に努むることが焦眉の急務だ。幸

ひ目下農林街に於て立案中の懲髪産業組合法なるものが現實化されL法上の人格を取

得するのみならす、産業組合法との蓮絡宜敷きを得るに至れば、一暦有効に購買組合

鷺利用するの機會が賦與される課である。又潰費組合も近時i賀川豊惨杉Ill元ii欠邸氏
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等熱心なる闘士の啓蒙運動に依つて、饗村にもその端緒を得たるやに聞く。之が合理

的なる磯展は一般に翅窒じ所願する所のものであらう。

　斯く親じ來れば、農慧業の進歩開畿は國家の保護によ）1、叉は公共團膿等の指導に

依つて醸得せらるSものでなく、結局農民自らの力に依って建設せらるべきものなる

ことを圃く信する。從つて養獄組合も特叉養黛保瞼も、其他諸多の雄設も自らが建設

し、自らが哺育し往くべきで徒らに他の保護誘披に継るべきでない。そして之が原動

力を任するものは、相五挨助の精祠肥自助の精祠1とであることを忘れてはならない。
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